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・実験や観察には意欲的に授

業を受けることができている

が、定期考査を分析すると、

思考力・判断力・表現力の観

点の問題が弱い傾向がある。

・知識が問われると問題なく

行えるが、知識を活用・応用

する力、グラフを読み解く力

に課題がある。

・生徒自身が意欲的に実験・

観察に取り組む姿勢が見られ

る。一方で考察などの思考す

る場面の苦手意識が強い。知

識を習得することは問題なく

行えるが、知識を活用・応用

する力、計算する力に課題が

ある。

・書く力を向上させるため

に、実験の考察や章末のまと

めなど文章を書く課題を多く

取り組ませる。

・計算が苦手な生徒には計算

機を渡すなどの配慮を行う。

・ICTを活用して視覚的に理

解させ、科学的事象を身近に

し、実験結果のまとめや考察

の取り組みを考える。
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・全国学力・学習状況調査の

結果から、「理科の授業で

は、自分の予想をもとに観察

や実験の計画を立てています

か」の回答に約80％の生徒が

当てはまるとしていた。実

験・観察に対して意欲的に取

り組み、一人一人が予習をし

た上で授業を受けることがで

きている。定期考査を分析す

ると、科学的に考え問題解決

能力を問う問題が弱い傾向が

あり、得点分布から低学力の

層と高得点をとれた生徒の二

極化が生じている。

・自然の中や日常生活、理科

の授業において、理科に関す

る疑問をもったり問題を見い

だしながら、意欲的に実験や

観察に取り組む姿勢がある。

一方で、結果から科学的に考

察する力、自分の言葉で表現

する力に課題がある。数学的

な概念が理解できていないな

ど、数学(算数)でつまずいて

いる生徒が目立ち、表やグラ

フなどの読み解く力にも課題

がある。

・書く力を向上させるため

に、実験の考察や章末のまと

めなど文章を書く課題を多く

取り組ませる。探究力が高ま

るよう、結果が予想と異なる

場合を想定したり、批判的思

考に基づいた話し合いをした

りする。ICT機器を活用し、

身近な科学的事象を取り入

れ、視覚的にも理解できるよ

う工夫する。

・実験や観察に対しては意欲

的に取り組み、一人一人が予

習をした上で授業を受けるこ

とができている。定期考査で

は、科学的に考え問題解決能

力を問う問題が弱い傾向があ

り、得点分布から低学力の層

と高得点をとれた生徒の二極

化が生じている。

・意欲的に実験や観察に取り

組む一方、結果から科学的に

考察する力、自分の言葉で表

現する力に課題がある。数学

的な概念が理解できていない

など、数学（算数）でつまず

いている。表やグラフなどの

読み解く力にも課題がある。

・書く力を向上させるため

に、実験の考察や章末のまと

めなど文章を書く課題を多く

取り組ませる。探究力を高め

るため、結果が予想と異なる

場合を想定したり、批判的思

考に基づいた話し合いをした

りする。ICT機器を活用し、

身近な科学的事象を取り入

れ、視覚的に理解できるよう

工夫する。
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・全国学力・学習状況調査の

結果から、「理科の授業で

は、自分の予想をもとに観察

や実験の計画を立てています

か」の回答に約80％の生徒が

当てはまるとしていた。実

験・観察に対して意欲的に取

り組み、一人一人が予習をし

た上で授業を受けることがで

きている。定期考査を分析す

ると、科学的に考え問題解決

能力を問う問題が弱い傾向が

あり、得点分布から低学力の

層と高得点をとれた生徒の二

極化が生じている。

・自然の中や日常生活、理科

の授業において、理科に関す

る疑問をもったり問題を見い

だしながら、意欲的に実験や

観察に取り組む姿勢がある。

一方で、結果から科学的に考

察する力、自分の言葉で表現

する力に課題がある。数学的

な概念が理解できていないな

ど、数学(算数)でつまずいて

いる生徒が目立ち、表やグラ

フなどの読み解く力にも課題

がある。

・書く力を向上させるため

に、実験の考察や章末のまと

めなど文章を書く課題を多く

取り組ませる。探究力が高ま

るよう、結果が予想と異なる

場合を想定したり、批判的思

考に基づいた話し合いをした

りする。ICT機器を活用し、

身近な科学的事象を取り入

れ、視覚的にも理解できるよ

う工夫する。


